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    ほ場等に堆積した稲わらにお困りの農家の皆様へ 

～台風１９号等による堆積した稲わらへの支援対策～ 
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関東農政局 
埼玉県拠点 

地域と農政を結ぶ 

埼玉地域情報ネットワーク 

台風第 19 号等により被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。 

さて、台風 19 号等による被災により、ほ場等に堆積した稲わらを撤去し、

営農再開につなげるため、農林水産省では、環境省との連携の下、下記のとお

り堆積した稲わらを集積場等に運搬する経費を支援することとしましたので、

お知らせいたします。 

なお、被害の状況により、本支援ではなく、そのままほ場にすき込んで対応

できる場合や、稲わらとともに大量の土砂が流れ込み、土木的な対策を行うこ

とが必要な場合など様々ですが、こういった支援もあるということをご了知く

ださい。 

また、今回の支援に関して、不明な点があれば下記連絡先までご連絡いただ

きますようお願いいたします。 

お問い合せ連絡先   



 
 

 

 

江戸川野菜生産組合（組合長 鈴木智之氏）は、2016 年

に江戸川周辺の豊かな水、そして環境の中で「究極」の野

菜作りを目指して、三郷市近隣の野菜生産農業者３名で設

立された若手野菜生産者団体です。 

江戸川野菜生産組合は、年間を通して安定的な収入を得

ることを目標に露地栽培とハウス栽培を組合せ、小松菜を

中心に青ネギ、サラダ菜等数種類の野菜を生産・販売して

います。中でも小松菜は「江戸川極み野菜」の名前で商標

登録し、生協、JA、スーパー等に、サラダ菜は大手航空会

社や大型ホテルチェーンに納品しています。また、サラダ

用カット野菜ミックスの需要が増加していることから、

組合で生産した野菜のみならず、周辺農業者を巻き込み

業者向けの加工・出荷にも積極的に取り組んでいます。 

組合長の鈴木氏は、「１都３県（東京都、埼玉県、千葉県、茨

城県）を流れる、江戸川周辺地域で今後農業の仲間を増やし、都

県、市町村を跨いだ農業者ネットワークを構築し江戸川極み野

菜のブランド化を図りつつ、出荷販売量を拡大したい。」と話し

てくれました。現在、江戸川野菜生産組合では３人とも自らが

作業をしています。生産する野菜の種類や生産方法、収穫時期

等も違うことから、生産組合として各々の農繁期にあわせパー

トさんを流動的に雇用することができるような形態や、新規就

農者や既就農者のキャリアアップのために技術を学べる様な雇用

方法も検討しているそうです。 

営農の悩みは、現在、農地が三郷市、吉川市の２市にまたがり

点々としており、効率的に作業が出来ないため、将来的には農地

の集約化や規模拡大が必要なこと、近年の台風や高温障害などの

対策のため、経営の安定を図る観点からハウスの補強や温度管理

等のためのスマート農業の導入が必要だとのことです。 

本年は、台風や大雨の影響で青ネギが倒伏し大半が販売できな

い状態となってしまったが、来年は江戸川極み野菜のブランド化

を目指し頑張っていきたいと、熱く語ってくれました。 

今後の江戸川野菜生産組合の活躍に注目です。 
 

 

  

～江戸川周辺の豊かな水と環境で 

「究極」の野菜作りを目指す～ 

江戸川野菜生産組合 

 
埼玉県東部を流れる江戸川周辺で、若手生産者が中心となり「江戸川極み野菜」の生産

に取り組む、「江戸川野菜生産組合」をご紹介します。 

編集：関東農政局 埼玉県拠点  
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出荷を待つ小松菜 

収穫直前の小松菜 

左から、染谷副組合長、鈴木組合長、明星
監事 


